
ふるさと納税寄附金活用状況

令和元年度の寄附件数・⾦額①

鳥取県の未来を応援して下さる全国各地の皆さまから

“鳥取が⼤好き”“鳥取の⼒になりたい”との想いによるご⽀援に⼼から感謝状申し上げます。

寄附⾦の活⽤状況②
寄附⾦は、鳥取県の次世代を担う⼦どもたちのための事業、活⼒ある地域
づくりを⾏う事業など、ふるさと鳥取を元気にするための取組に活用させて
いただきました。

ますます元気で活力あふれる地域づくりを進めていきますので、

今後も鳥取県へのお力添えをよろしくお願いいたします！

⿃取県こども未来基⾦【活用額 113,400,160円】
ふるさと鳥取の子どもたちへの温かいご支援ありがとうございました。

※詳しくは別紙『「鳥取県こども未来基⾦」の活⽤状況報告』をご覧ください。

県⽴図書館の「ふるさと納税文庫（児童図
書）」や県⽴学校の図書の充実等に活⽤し
ました。

■子どもたちへ本を贈る■ ■ジュニアスポーツを応援する■

地域の実情に応じた子育て応援事業・環境づくり等に取り組む市町村への支援や、中山間地域
の保育料の無償化⼜は軽減など、子育て環境の充実を図る取組に活⽤しました。

■子育て環境の整備■

の御寄附をいただきました。

ジュニア指導者の講習会等による指導者の
資質向上や、運動部活動の環境整備などにより、
ジュニア選手の育成・強化に取り組みました。



クラウドファンディング型ふるさと納税【活用額 6,591,000円】

お問合せ先

〒680-8570
鳥取市東町一丁目220
鳥取県総務部⾏財政改革局資産活⽤推進課
電話 0857-26-7069
ﾌｧｸｼﾐﾘ 0857-26-7616
電子ﾒｰﾙ shisankatsuyou@pref.tottori.lg.jp

ご寄附の使い道をより具体的に⽰し、共感をいただいた⽅から寄附⾦を募る仕組みです。
クラウドファンディング型ふるさと納税とは・・・

倉吉市灘⼿地区の買い物難⺠を⽀える
スーパーを地域の活動拠点に

高齢者など買い物が困難
な⽅のために⽴ち上がった
住⺠主体のスーパー「なだ
て明るいノーソン」の隣に、
地域の⽅や利⽤客などが
気軽に集まり世代交流が
できるホールを整備しました。

中部地震復興を祈念したマチナカイベント
「鳥取中部福高祭2019」の開催

平成28年10⽉に発⽣した鳥取県中部地震からの復興
を祈念して、また、平成30年の
⻄⽇本豪⾬により甚⼤な被害を
受けた倉敷市にある倉敷商店街
振興連盟と姉妹提携を結び
連携を進めていくためのキックオフ
イベントとして「鳥取中部福高祭
2019」を開催しました。

鳥取県の振興に関する様々な取り組みにも、多くのご支援をいただきました。
皆様の温かいご支援により、以下のような全国に先駆けた様々な取組をすすめることができました。

自然環境
の保全

星取県を活⽤した環境啓発事業

障がい者
の支援

ロービジョンケア推進事業

視機能の低下により、読み書き、仕事、
学業、家事など⽣活の様々な場面で

不安や困難を抱える人（ロービジョン者）が、
安心した⽇常⽣活・社会⽣活を送ることができるよう、
相談窓口の開設や眼科医等向けロービジョン講習会を
開催しました。

〒683-0805 
鳥取県⽶子市⻄福原四丁目11-31
鳥取県ふるさと納税業務受託者 株式会社エッグ
電話 0859-36-8004
ﾌｧｸｼﾐﾘ 0859-21-0460
電子ﾒｰﾙ furusato_tottori@egg.co.jp

※パンフの発送依頼についてもこちらへお願いします。
ふるさと納税の申込に関すること活用状況報告書に関すること

星取県ライトダウンキャンペーンのキックオフイベントとして、
県内の⺠間企業、地元学⽣と一緒に「ペンライトを使⽤した人文字
づくり」を企画し、親子連れなど約150人
が参加しました。
参加者は、スマートフォンや懐中電灯を

持参し、「星取県」にちなんだ光の文字
を完成させ、ライトダウンやクールシェアを
呼びかけました。

不要な照明を消し、美しい星空を楽しむことを呼びかける「星取県」ならではの省エネ活動の普及
を図るため、「星取県ライトダウンキャンペーン」を展開しました。


